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特長特長特長特長    

• Serial ATA 規格 revision 3.0 に準拠 

• ホスト側のみならずデバイス側の動作もサポート

（SATA 周辺機器開発への応用が可能） 

• シンプルな Host プロセッサ向けトランザクション I/F

および DMA I/F 

• 上位レイヤ I/F は 32bit 幅 

• 送受信データパスで BlockRAM による 4KB の FIFO を実装 

• リファレンスデザインの PHY レイヤにて SATA-III/II をサポート 

• NCQ コマンドをサポート 

• コアロジック自体はタイミングにフィットしやすい低速動作 

- SATA- III の場合、IP コアは 150MHz 動作 

- SATA-II の場合、IP コアは 75MHz 動作 

• EMI 低減のための CONT プリミティブをサポート 

• GTP/GTX/GTH 各トランシーバで実装可能な 40bit 幅の PHY インターフェイス 

• Xilinx 標準ボードおよび別売の AB09-FMCRAID アダプタ基板による多数のリファレンス・デザイン 

- 1チャネルSATAホスト・デモ (AC701/KC705/ZC706/VC707/VC709/KCU105) 

- 4チャネルSATA RAID0デモ (KC705/ZC706/VC707/VC709/KCU105) 

- 8チャネルSATA RAID0 デモ (VC709) 

- 1チャネルSATAホスト&exFATファイル・システム・デモ (KC705/ZC706) 

- SATAデバイス・デモ (AC701/KC705/ZC706) 

- SATAブリッジ・デモ (AC701/KC705) 

- SATA AHCI IPデモ (ZC706) 

- PCIe SATA AHCIデモ(KC705/VC707) 

- 1チャネルSATAホストIPデモ (AC701/KC705/ZC706/VC707) 

- 4チャネル SATA RAID0ホスト IPデモ (KC705/ZC706/VC707 ) 

• 安心の国内サポート 

  Core Facts  Core Facts  Core Facts  Core Facts    

コアの提供情報コアの提供情報コアの提供情報コアの提供情報    

提供ドキュメント リファレンスデザインマニュアル 

Simulation ドキュメント 

提供形態 暗号化したネットリスト 

制約ファイル リファレンスデザインで Constrain file を提供 

検証方法 リファレンス・デザインの実機検証 

Simulation による機能検証 

サンプル Host リファレンス・デザイン 

RAID リファレンス・デザイン 

リファレンスデザイン Vivado プロジェクトによる実機動作デザイン 

シミュレーション ISim14.6/Vivado Simulator2013.2 

技術サポート技術サポート技術サポート技術サポート    

デザインゲートウエイ・ジャパンによる国内サポート 
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表表表表 1: 71: 71: 71: 7 シリーズ・ファミリのシリーズ・ファミリのシリーズ・ファミリのシリーズ・ファミリの::::コンパイル結果コンパイル結果コンパイル結果コンパイル結果    

Family Example Device 

Fmax  

(MHz) 

Slice 

Regs 

Slice 

LUTs 
Slices

1
 IOB

2
 
BUFG

CTRL 
RAMB18 PLL 

GTP/G

TX 

Design  

Tools 

Artix-7 XC7A200TFBG676-2 222 863 1022 448 154 3 2 1 1 Vivado2013.2 

Kintex-7 XC7K325TFFG900-2 285 863 1023 475 154 3 2 1 1 Vivado2013.2 

Zynq-7000 XC7Z045FFG900-2 285 863 1028 482 154 3 2 1 1 Vivado2013.2 

Virtex-7 XC7VX485TFFG1761-2 333 863 1026 444 154 3 2 1 1 Vivado2013.2 

Virtex-7 XC7VX690TFFG1761-2 333 863 1024 476 154 3 2 1 1 Vivado2013.2 

 

表表表表 2: UltraScale2: UltraScale2: UltraScale2: UltraScale ファミリのファミリのファミリのファミリの::::コンパイル結果コンパイル結果コンパイル結果コンパイル結果    

Family Example Device 
Fmax  

(MHz) 

LUT 

FF 

LUT 

Logic 
IOB

2
 BUFG RAMB18 PLL GTH 

Design  

Tools 

Kintex UltraScale XCKU040FFVA1156-2 433 1168 1015 154 - 2 - 1 Vivado2014.4 

 

注: 

1) 実際のスライス消費カウントはユーザロジックやフィット条件等に依存します 

2) このサンプルはコアの全 I/O とクロックがチップ外部と直接インターフェイスするケースでのコンパイル結果となります 

3) BUFG,PLL および GTP/GTX/GTH は SATA-IP コア自体では使用しませんが、PHY レイヤにて必要となるため表に含めており

ます。 
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図１図１図１図１    :  SATA IP :  SATA IP :  SATA IP :  SATA IP ブロック図ブロック図ブロック図ブロック図 

アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報    

SATA IP コアは低コストかつ高速データ転送を必要とするストレージ向けのアプリケーションに最適です。 また、スケ

ーラビリティに対する柔軟な拡張性が要求される RAID システムや高速大容量のデータ収集システムのような組み込

み向けとしても理想的なソリューションを提供します。 

さらに SATA Host のみならず SATA Device 側としての動作もサポートしているため、SATA 周辺機器や SATA ブリッ

ジへの応用も可能です。 

 

概略概略概略概略    

SATA-IP コアはリンク・レイヤとトランスポート・レイヤの一部を内蔵し、Host プロセッサが管理する上位のプロトコル・

レイヤおよび Xilinx デバイスが提供する高速シリアル・トランシーバで実装される PHY レイヤと通信します。 IP の上

位レイヤ・インターフェイス側はシンプルな TX/RX 方式によるトランザクション・インターフェイスとなり、

ARM/Microblaze 等の FPGA 内部プロセッサや純ハード・ロジックで構築されるコントローラと非常に簡単に接続でき

ます。 PHY インターフェイスは 40bit 幅で、6.0Gbps 速度の SATA-III の場合 150MHz、3.0Gbps 速度の SATA-Ⅱの場

合 75MHz のリファレンス・クロックに同期します 

SATA-IP コアには Xilinx 製評価ボードおよび別売のアダプタ基板で実機動作する無償のデモ用ビットファイルが用意

されているため、購入前の実デバイスによる様々なコア評価が可能です。 実機デモ用として多数のリファレンス・デ

ザインを提供しています、例えば 1 チャネル・ホスト・デザイン、4 チャネル RAID デザイン、8 チャネル・RAID デザイン

などです。 1 チャネル・ホスト・デザインは SATA-Ⅲまたは SATA-Ⅱデバイスと接続するため速度自動ネゴシエーショ

ン機能が含まれます、一方 4/8 チャネル RAID デザインは SATA-Ⅲ固定ですが高パフォーマンスの RAID システムを

検証できます。  

これらリファレンス・デザインは IP コア製品にも添付され、SATA-IP コアと接続ターゲットの HDD/SSD、および上位ト

ランスポート・レイヤとの具体的な接続方法がソースコードで示されます。 製品添付のリファレンス・デザインを参照

することで、コア導入後の迅速なユーザ・ロジック開発に貢献します。 
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SATASATASATASATA----IPIPIPIP 内ブロックの説明内ブロックの説明内ブロックの説明内ブロックの説明    

SATA-IP は、DDR やブロック RAM 内で構築されたシステム・メモリ内の SATA の FIS パケットを PHY 層のトランシー

バに 40 ビットのインターフェイスで転送するよう設計され、上位システム・コントローラによって制御されます。 

 

リンク・レイヤリンク・レイヤリンク・レイヤリンク・レイヤ(Link Layer)(Link Layer)(Link Layer)(Link Layer)    

リンク・レイヤはフレームの送受信を行います。 トランスポート・レイヤからの制御信号に基づいてプリミティブを生成

し送信します。 また SATA-PHY レイヤからの受信プリミティブを変換しトランスポート・レイヤに対してフレームを転送

します。 

• CRCCRCCRCCRC ブロックブロックブロックブロック    

CRC ブロックは最後の FIS データに引き続いて EOF プリミティブの前に挿入される Dword (32bit)の

CRC フレームを生成します。 

• ScrambleScrambleScrambleScramble ブロックブロックブロックブロック    

フレーム内データは SATA-PHY に対して転送される前に本ブロックで scramble されます。 

scramble は Dword ごとに LFSR データと XOR を取ることによって実行されます。 

• DescrambleDescrambleDescrambleDescramble ブロックブロックブロックブロック    

SATA-PHY からのフレームデータは本ブロックによって descramble された後にトランスポート・レイ

ヤに転送されます。 descramble は scramble と同じ方法で実行することで FIS データを再生します。 

 

トランスポート・レイヤトランスポート・レイヤトランスポート・レイヤトランスポート・レイヤ((((Transport LayerTransport LayerTransport LayerTransport Layer))))    

トランスポート・レイヤは送信時に frame information structure (FIS)を構築し、受信時においては FIS を分解します。 

また、リンク・レイヤに対してデータフロー制御を指示し、上位レイヤに対してはステータス信号を生成します。 

 

• FIS InterfaceFIS InterfaceFIS InterfaceFIS Interface    

FIS インターフェイス部では上位レイヤ側に対して送受信時に必要となるデータフロー制御が実装さ

れます。 

 

システム・コントローラシステム・コントローラシステム・コントローラシステム・コントローラ((((SysteSysteSysteSystem Controllerm Controllerm Controllerm Controller))))    

システム・コントローラとしては一般的にはアプリケーション・ソフトウエアを実行する CPU 等の Host プロセッサが使

われ、SATA-IP と通信することで SATA プロトコルの上位レイヤを管理します。 システム・コントローラは CPU、DMA

エンジン、TX FIFO、RX FIFO などから構成されます。 

    

SATA PHYSATA PHYSATA PHYSATA PHY    

PHY レイヤの具体的な実装は、IP コア製品に添付されるリファレンス・デザインに VHDL ソースコードで参照可能です。 

この PHY レイヤは RAID リファレンスと 1 チャネルのホスト・リファレンスで多少デザインが異なります。 RAID デザイ

ンではクロック・リソース節約およびリセット・シーケンスを簡易化するため SATA-III 固定となります。 RAID デザイン

の PHY は２種類あり、片方は PLL とクロック・バッファを含めており他方は含まれません。 このクロック・リソースの節

約デザインにより 4/8 チャネルの SATA を 1/2 個の QUAD で実装できます。 一方１チャネルのデザインでは自動速

度ネゴシエーション機能が実装され、SATA-III と SATA-II を自動的に切り替えます。 

 

AC701/KC705/ZC706/VC707 の 1 チャネル・ホスト・デザインにおいて、PHY 層では SATA 速度自動ネゴシエーショ

ン機能を制御する”speed_neg_control”モジュールの実装例が含まれます。 このモジュールでは SATA-Ⅱとは

SATA-Ⅲの両方がサポート可能です。 
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IPIPIPIP コアのコアのコアのコアの I/OI/OI/OI/O 信号説明信号説明信号説明信号説明    

(注：極性で”正”は正論理 High アクティブ、”負”は負論理 Low アクティブ) 

表２表２表２表２: : : : IPIPIPIP コアのコアのコアのコアの I/OI/OI/OI/O 信号信号信号信号    

信号名信号名信号名信号名    方向方向方向方向    極性極性極性極性    説明説明説明説明    

共通インターフェイス信号 

trn_reset In 正 コアのロジックをリセットする非同期リセット信号。 

本リセット発行時は trn_clk で４クロック期間以上アサートする必要がある。 

trn_link_up Out 正 コアと SATA-PHY との通信が確立されるとアサートされるリンク・アップ信号。 

trn_clk In - コアに対して供給するホストとのトランザクション・インターフェイス信号(trn_xxx)用のクロック信

号。 trn_clktrn_clktrn_clktrn_clk の周波数はの周波数はの周波数はの周波数は core_clkcore_clkcore_clkcore_clk と同じかそれ以上とする必要がある。と同じかそれ以上とする必要がある。と同じかそれ以上とする必要がある。と同じかそれ以上とする必要がある。    

Core_clk In - IP コアの動作クロック。（SATA-III の場合 150MHz で SATA-II の場合 75MHz） 

本 core_clk は PHY レイヤ内で生成されたものを使う。 

dev_host_n In 負 コアが SATA Host と SATA Device のどちらとして使われるかを指定する。 

本信号はデザイン内で固定入力とし動的に変化させてはならない。 

SATA Host の場合’0’とし SATA Device の場合’1’とする。 

 

 

信号名信号名信号名信号名    方向方向方向方向    極性極性極性極性    説明説明説明説明    

送信トランザクション・インターフェイス信号 (trn_clktrn_clktrn_clktrn_clk に同期に同期に同期に同期) 

trn_tsof_n In 負 (未使用) 

trn_teof_n In 負 Transmit End-Of-Frame (EOF): 送信 SATA FIS パケットの終了信号。 

trn_td[31:0] In 正 Transmit Data: 送信 FIS パケットの 32 ビット・データ信号。 

trn_tsrc_rdy_n In 負 Transmit Source Ready: 上位レイヤは trn_td[31:0]に有効な送信データを用意し本信号を Low

とすることで転送を要求する。 

trn_tdst_rdy_n Out 負 Transmit Destination Ready: コアは上位レイヤから送られる送信データを trn_td[31:0]で受け取

ることができる状態を示す信号。 

trn_tsrc_rdy_n は本信号がネゲートされてから４trn_clk 期間以内にネゲートする必要がある。 

すなわち IP コアは本信号をネゲートしてから 4DWORD 分までの送信データ(trn_td[31:0])を受け

取ることが可能。 

trn_tsrc_dsc_n In 負 Transmit Source Abort:現在の SATA FIS パケット送信の中断要求。 

上位レイヤが trn_tsof_n(SOF)～trn_teof_n(EOF)間に本信号を 1trn_clk 期間 Low アサートするこ

とで、SYNC プリミティブを SATA 接続相手に出力(SYNC Escape)し現在の送信転送を中断す

る。 送信実行中でないときに本信号をアサートするとコアによって無視される。 本信号により

SYNC Escape を実行した場合、上位レイヤが次のパケット送信を開始するためには

trn_tdst_rdy_n が再度アクティブになるのを待たなくてはならない。 本信号の詳細なタイミングに

ついては図 4 を参照のこと。 

trn_tdst_dsc_n Out 負 Transmit Destination Abort: コアは現在の SATA FIS パケット送信が接続相手の SYNC Escape

により中断されたことを示す。 送信実行中に接続相手の SATA デバイスからの SYNCp 受信に

より送信データ転送が中断された場合に 1trn_clk 期間の Low パルス信号で出力され、その後

IP コアは SATA 規格に準拠した動作シーケンスをとってアイドル状態に自動復帰する。 この信

号は致命的な通信エラーが原因となって SATA 接続相手から転送が中断されたことを意味す

る。 本信号の詳細なタイミングについては図 6 を参照のこと。 
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信号名信号名信号名信号名    方向方向方向方向    極性極性極性極性    説明説明説明説明    

受信トランザクション・インターフェイス信号 (trn_clktrn_clktrn_clktrn_clk に同期に同期に同期に同期) 

trn_rsof_n Out 負 Receive Start-Of-Frame (SOF): 受信 SATA FIS パケットの開始信号。 

trn_reof_n Out 負 Receive End-Of-Frame (EOF): 受信 SATA FIS パケットの終了信号。 

trn_rd[31:0] Out 正 Receive Data: 受信 FIS パケットの 32 ビット・データ信号。 

trn_rsrc_rdy_n Out 負 Receive Source Ready: コアが有効な受信データを trn_rd[31:0]に出力されている状態を示す。 

trn_rdst_rdy_n In 負 Receive Destination Ready: 上位レイヤが trn_rd[31:0]で受信データを受け取ることができる状

態を示す信号。 

trn_rsrc_rdy_n は本信号がネゲートされてから 4trn_clk 期間以内にコアによってネゲートされる。 

従って上位レイヤは本信号をネゲートして以降にコアから送られてくる最大 4DWORD 分の受信

データ(trn_rd[31:0])を受け取ることが可能な回路を実装しなくてはならない。 

trn_rsrc_dsc_n Out 負 Receive Source Abort: コアは現在の SATA FIS パケット受信が接続相手の SYNC Escape によ

り中断されたことを示す。 

受信実行中に接続相手の SATA デバイスからの SYNCp 受信により受信データ転送が中断さ

れた場合に 1trn_clk 期間の Low パルス信号で出力され、その後 IP コアは SATA 規格に準拠し

た動作シーケンスをとってアイドル状態に自動復帰する。 この信号は致命的な通信エラーが原

因となって SATA 接続相手から転送が中断されたことを意味する。  本信号の詳細なタイミン

グについては図 7 を参照のこと。 

trn_rdst_dsc_n In 負 Receive Destination Abort: 現在の SATA FIS パケット受信の中断要求。 

上位レイヤが trn_rsof_n(SOF)～trn_reof_n(EOF)間に本信号を 1trn_clk 期間以上 Low アサート

することで、SYNC プリミティブを SATA 接続相手に出力し現在の受信転送を中断する。 転送

実行中でないときに本信号をアサートするとコアによって無視される。 本信号により SYNC エ

スケープを実行した場合、上位レイヤが次のパケット送信を開始するためには trn_tdst_rdy_n が

再度アクティブになるのを待たなくてはならない。 本信号の詳細なタイミングについては図 5 を

参照のこと。 

 

 

信号名信号名信号名信号名    方向方向方向方向    極性極性極性極性    説明説明説明説明    

SATA PHY インターフェイス信号  (core_clkcore_clkcore_clkcore_clk に同期に同期に同期に同期) 

LINKUP In 正 SATA リンクの通信が確立されていることを示す。 

PLLLOCK In 正 PHY 内の PLL がロックできていることを示す。 

TXDATA[31:0] Out 正 コアから PHY に対して出力される 32 ビットの送信データ 

TXDATAK[3:0] Out 正 送信データのデータ/制御信号の認識シンボルとして使われる 4 ビット信号。 “0000”の場合は

データを、”1111”の場合は制御バイトが TXDATA[31:0]上に出力されていることを示す。 

RXDATA[31:0] In 正 PHY からコアに出力される 16 ビットの受信データ 

RXDATAK[3:0] In 正 受信データのデータ/制御信号の認識シンボルとして使われる 4 ビット信号。 ”0000”の場合は

データを、”1111”の場合は制御バイトが RXDATA[31:0]上に出力されていることを示す。 
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上位レイヤ・インターフェイスのタイミング上位レイヤ・インターフェイスのタイミング上位レイヤ・インターフェイスのタイミング上位レイヤ・インターフェイスのタイミング    

データ送信においては図 2 で示されるように、コアからの trn_tdst_rdy_n が Low となり転送準備が整っていることを確

認してから最初のデータを転送します。 trn_tsof_n と trn_tsrc_rdy_n の両方を同時にアサートすることで最初のデータ

転送を開始します。 また、trn_teof_n と trn_tsrc_rdy_n の両方をアサートすることで最終のデータ転送となります。 転

送中コアからの trn_tdst_rdy_n がネゲートされた場合、上位レイヤは４クロック以内に trn_tsrc_rdy_n ネゲートし転送を

一時停止しなくてはなりません。 コアは trn_tsrc_rdy_n がアサートされている期間に上位レイヤからの trn_td[31:0]を

有効な送信データ信号として取り込みます。 上位レイヤからコアへのパケット送信が終了した後、上位レイヤはデバ

イスから送られてくるエラー・コード・パケットの受信を待ち、全データがエラーなく転送されたことを確認します。 

 

① コアがデータ受信可能と
なったらLowアサートする

③コアがデータ受信できない状
態となったときネゲートされる

④trn_tdst_rdy_nがネゲートされるの
に合わせてユーザがネゲートする

⑥trn_teof_nがアサートさ
れるとコアはネゲートする

② trn_tsrc_rdy_nとtrn_tsof_nの両
方がLowになったとき最初のデー

タ先頭が実行される

⑤trn_tsrc_rdy_nと
trn_teof_nの両方がLowになる

と最終データが転送される

⑦コアが全データを受信したらコア
からエラーコードが送信される

青文字 : SATA-IP入力信号

赤文字 : SATA-IP出力信号

図図図図 2 2 2 2 :  :  :  :  送信トランザクションのインターフェイス信号波形送信トランザクションのインターフェイス信号波形送信トランザクションのインターフェイス信号波形送信トランザクションのインターフェイス信号波形    
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データ受信においてもデータ送信と同様、図 3 で示されるように最初のデータは trn_rdst_rdy_n がアサートされてから

転送されます。 trn_rdst_rdy_n は上位レイヤ側で内蔵したバッファが一杯になるより少なくとも４クロック前にはネゲー

トしなくてはなりません。 コアから上位レイヤへのパケット受信が完了した後、上位レイヤは更にデバイスからのエラ

ー・コード・パケットの受信を待つことになります。 

 

①ユーザ・ロジックがデータ受信
可能となったらLowアサートする

②trn_rsrc_rdy_nと trn_rsof_nの
両方がLowになったとき最初のデ

ータ転送が実行される

③ユーザがtrn_rdst_rdy_n
をネゲートするのにあわ

せてネゲートされる

④trn_rdst_rdy_nが再びア
サートされるとアサートする

⑤trn_rsrc_rdy_nと trn_reof_nの
両方がLowになると最終データが

転送される
⑥ユーザが全データを受信した後IP
コアからエラーコードが転送される

青文字 : SATA-IP入力信号

赤文字 : SATA-IP出力信号

図図図図 3 3 3 3 : : : : 受信トランザクションのインターフェイス信号波形受信トランザクションのインターフェイス信号波形受信トランザクションのインターフェイス信号波形受信トランザクションのインターフェイス信号波形 



Design Gateway Co., Ltd. 

2017/01/06  9 

 

エラー・コードエラー・コードエラー・コードエラー・コード    

図 2 および図 3 の波形で示されるように、トランザクションの最後にはコアから trn_rd[31:0]上に 32 ビットのエラー・コ

ードが出力されます。 上位レイヤは送受信トランザクション完了時に、データ・パケットが正しく送受信できたかどうか

をエラー・コードを使って必ず確認するようにしてください。 ただし送信中の trn_tdst_dsc_n や受信中の trn_rsrc_dsc_n

により SATA 接続相手から転送が中断されてしまった場合は、トランザクション自体が中断されコアはアイドル状態に

戻るため、コアからは本エラー・コードが報告されません。 

コアが出力するエラー・コードの詳細を下表 3 に示します。 また、エラー情報はエラー・コードの転送直後にコア内

部にて自動的にクリアされます。 

 

表３表３表３表３: : : : エラーエラーエラーエラー・コード・コード・コード・コード    

ビットビットビットビット    定義定義定義定義    説明説明説明説明    

[31:27] (未使用) 常にゼロ 

[26] 方向フラグ データ転送方向フラグ。 

‘0’: 上位レイヤから SATA IP の送信方向、’1’: SATAIP から上位レイヤへの受信方向 

[25:24] エラー・フラグ エラー・コードのフラグ 

‘00’: エラーなし、この場合上位レイヤは特に何も処理する必要がない。 

‘01’: 誤ったあるいは未知の FIS パケット受信。 リードデータ受信中に接続相手から WTERM プ

リミティブが送られてきたか、あるいはライトデータ送信時の最後に、接続相手から R_ERR プリミ

ティブが送られてきたことを示すエラー。 (*注) 

‘10’: CRC エラー 

‘11’: (未使用) 

[23:8] (未使用) 常にゼロ 

[7:0] FIS タイプ このバイトはエラー・コード・パケットのヘッダを意味するため、他の SATA FIS と区別するた

め”0xEF”がセットされる。 

 

(*注)  

SATA においては自分が接続相手から誤った FIS タイプのパケットを受信した場合、自分は相手に対して R_ERR プ

リミティブをパケットの最後に送信するか、転送の途中で SYNC プリミティブを送信すること(SYNC Escape)でエラー検

出を通知します。 

本 SATA-IP を使っての実装では、相手から R_ERR プリミティブを受信した場合は本エラー・コード’01’を使って上位

レイヤに伝えることで、上位レイヤは「自分が間違えた FIS タイプのパケットを相手に送ってしまった」ことを検出できま

す。 また相手が R_ERR プリミティブを送信するのではなく SYNC Escape で中断してきた場合は、図６のように

trn_tdst_dsc_n(送信時の相手からの中断)または図８のように trn_rsrc_dsc_n(受信時の相手からの中断)によって上位

レイヤ側は中断を検出します。 

一方、接続相手から誤った FIS タイプのパケットを受信した場合については、SATAIP は FIS タイプを含め全てのパ

ケットを上位レイヤに転送するだけで特にエラー・コードでの報告はなされません。 この場合、上位レイヤが誤った

FIS タイプのパケット受信を検出できるため、それ（接続相手からの誤った FIS タイプ・パケットの受信）に対してどのよ

うに処理を進めるかを上位レイヤ自身で決めることができます。 
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SYNC EscapeSYNC EscapeSYNC EscapeSYNC Escape    

SATA 規格においては転送の実行中において SYNC プリミティブを送信することで、転送そのものを中断することがで

き、これを SYNC Escape と呼びます。 上位レイヤからの中断要求において、送信時の中断は trn_tsrc_dsc_n により、

また受信時の中断は trn_rdst_dsc_n により行われます。 上位レイヤが図 4 に示すように送信時に trn_tsrc_dsc_n で中

断した場合、trn_tdst_rdn_n が再びアサートし IP コアが中断処理から復帰したことを確認する必要があります。 (図中

の説明文にて赤フォントがコアからの出力信号で青フォントが上位レイヤによるコアへの入力信号です。) 

 

 
図図図図 4 4 4 4 : : : : trn_tsrc_dsc_n(trn_tsrc_dsc_n(trn_tsrc_dsc_n(trn_tsrc_dsc_n(送信時上位レイヤからコアへの中断要求送信時上位レイヤからコアへの中断要求送信時上位レイヤからコアへの中断要求送信時上位レイヤからコアへの中断要求))))タイミング波形タイミング波形タイミング波形タイミング波形    

 

上位レイヤが trn_rdst_dsc_n により受信時に中断を要求した場合、図 5 に示すようにコアは trn_rsrc_rdy_n をネゲート

し現在の受信転送を中断します。 また、上位レイヤは trn_tdst_rdy_n がアサートしコアが復帰してから次の受信を開始

する必要があります。 

 

①上位レイヤはデータ受信中断の①上位レイヤはデータ受信中断の①上位レイヤはデータ受信中断の①上位レイヤはデータ受信中断の
ためtrn_rdst_dsc_nをアサートためtrn_rdst_dsc_nをアサートためtrn_rdst_dsc_nをアサートためtrn_rdst_dsc_nをアサート

②コアは上位レイヤによる受信中断指示を②コアは上位レイヤによる受信中断指示を②コアは上位レイヤによる受信中断指示を②コアは上位レイヤによる受信中断指示を
確認しtrn_rsrc_rdy_nをネゲート (この後コア確認しtrn_rsrc_rdy_nをネゲート (この後コア確認しtrn_rsrc_rdy_nをネゲート (この後コア確認しtrn_rsrc_rdy_nをネゲート (この後コア

はSATAに対してSYNC Escapeを実行)はSATAに対してSYNC Escapeを実行)はSATAに対してSYNC Escapeを実行)はSATAに対してSYNC Escapeを実行)

③コアが初期状態に復帰し次の送信が③コアが初期状態に復帰し次の送信が③コアが初期状態に復帰し次の送信が③コアが初期状態に復帰し次の送信が
可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート

④コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ④コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ④コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ④コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ
も次の受信を開始できることをコアに通知も次の受信を開始できることをコアに通知も次の受信を開始できることをコアに通知も次の受信を開始できることをコアに通知

図図図図 5 5 5 5 : : : : trn_rdst_dsc_n(trn_rdst_dsc_n(trn_rdst_dsc_n(trn_rdst_dsc_n(受信時上位レイヤからコアへの中断要求受信時上位レイヤからコアへの中断要求受信時上位レイヤからコアへの中断要求受信時上位レイヤからコアへの中断要求))))タイミング波形タイミング波形タイミング波形タイミング波形    
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一方、接続相手の SATA デバイス側が SYNC Escape を実行し転送が中断されるか、あるいはデータの衝突を検出し

た場合、trn__tdst_dsc_n が図 6 のようにアサートされます。 送信パケットが短い場合、trn_tdst_dsc_n はパケット送信完

了後でかつ IP コアからのエラー・コードの到着前にアサートされることがあります。 その場合には、ユーザ・ロジック

は trn_tdst_rdy_n がアサートされてから送信パケットを再送することができます。 データ衝突を検出した場合、IP コア

は trn_tdst_rdy_n がネゲートされた後で上位レイヤから受け取った送信パケットを SATA デバイスに対して出力します。 

従って上位レイヤでは受信したパケットを完全に処理した後に前回の送信パケットの再送処理を行う必要があります。 

 

図図図図 6 6 6 6 : : : : trn_tdst_dsc_n(trn_tdst_dsc_n(trn_tdst_dsc_n(trn_tdst_dsc_n(送信時コ送信時コ送信時コ送信時コアから上位レイヤへの中断報告アから上位レイヤへの中断報告アから上位レイヤへの中断報告アから上位レイヤへの中断報告))))タイミング波形タイミング波形タイミング波形タイミング波形    

 

 

①コアが接続相手からのSYNC Escapeに①コアが接続相手からのSYNC Escapeに①コアが接続相手からのSYNC Escapeに①コアが接続相手からのSYNC Escapeに
よる受信中断を受けると、初期状態に復帰よる受信中断を受けると、初期状態に復帰よる受信中断を受けると、初期状態に復帰よる受信中断を受けると、初期状態に復帰
するまでtrn_rsrc_rdy_nをネゲートし続けるするまでtrn_rsrc_rdy_nをネゲートし続けるするまでtrn_rsrc_rdy_nをネゲートし続けるするまでtrn_rsrc_rdy_nをネゲートし続ける

①接続相手からのSYNC Escapeによる受信中断を①接続相手からのSYNC Escapeによる受信中断を①接続相手からのSYNC Escapeによる受信中断を①接続相手からのSYNC Escapeによる受信中断を
trn_rsrc_dsc_nアサートにより上位レイヤに報告trn_rsrc_dsc_nアサートにより上位レイヤに報告trn_rsrc_dsc_nアサートにより上位レイヤに報告trn_rsrc_dsc_nアサートにより上位レイヤに報告

②コアが初期状態に復帰し次の送信が②コアが初期状態に復帰し次の送信が②コアが初期状態に復帰し次の送信が②コアが初期状態に復帰し次の送信が
可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート可能になるとtrn_tdst_rdy_nをアサート

③コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ③コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ③コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ③コアが初期状態に戻ったので上位レイヤ
も次の受信を開始できることをコアに通知も次の受信を開始できることをコアに通知も次の受信を開始できることをコアに通知も次の受信を開始できることをコアに通知

図図図図 7 7 7 7 : : : : trn_rsrc_dsc_n(trn_rsrc_dsc_n(trn_rsrc_dsc_n(trn_rsrc_dsc_n(受信時コアから上位レイヤへの中断報告受信時コアから上位レイヤへの中断報告受信時コアから上位レイヤへの中断報告受信時コアから上位レイヤへの中断報告))))タイミング波形タイミング波形タイミング波形タイミング波形    
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コアの検証方法コアの検証方法コアの検証方法コアの検証方法    

SATA IPコアはシミュレーションによってロジックの検証が可能であり、Xilinx評価ボードによって実機での動作検証

が可能です。 Xilinx評価ボードによる実機評価では、以下の FMC拡張基板が必要となります。 拡張 SATAアダプ

タは Xilinx各代理店にて扱っております。 

型番： AB09-FMCRAID URL： http://www.dgway.com/AB09-FMCRAID.html 

 

また、AC-701 の評価にはそれ以外に以下のクロック・モジュールも必要となります。 

型番： AB14-CLKSMA URL： http://www.dgway.com/products/IP/ABseries/AB14-CLKSMA-MAN.pdf 

 

推奨される設計スキルに関して推奨される設計スキルに関して推奨される設計スキルに関して推奨される設計スキルに関して    

本 IP をユーザ回路上に迅速・確実に実装するために、RocketIO および Xilinx の Vivado ツールについての技術スキ

ルを推奨します。 また、ユーザ基板設計においてはデバイス・ファミリ毎に用意されたトランシーバのユーザ・ガイド

に記載のデザインガイドラインを遵守する必要があります。 

 

注文情報注文情報注文情報注文情報    

本データシートに記載された SATA IP は以下の Xilinx 各ファミリが対象となります。 

製品型番 製品型番(旧型番) 対象ファミリ 実機評価ボード 

SATA-IP-KU  Kintex UltraScale KCU105 

SATA-IP-KT7 SATA-IP005 Kintex-7 KC705 

SATA-IP-ZQ7 SATA-IP006 Zynq-7000 ZC706 / Zynq Mini-ITX 

SATA-IP-AT7 SATA-IP007 Artix-7 AC701 

SATA-IP-VT7 SATA-IP008 Virtex-7 VC707 / VC709 

 

IP コアの価格やライセンス条件等についてはデザイン・ゲートウェイ ( sales@dgway.com ) または国内 Xilinx 各代理店

までお問い合わせください。 

 

履歴履歴履歴履歴    

リビジョン 日付 更新内容 

1.0 2010/05/07 日本語版の初期版リリース 

2.0J 2014/10/10 7 シリーズを統合化、製品型番を更新、NCQ コマンド対応 

2.1J 2017/01/06 Kintex UltraScale サポート 

 


